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レンゲツツジと大展望の草原歩き
高ボッチ山・鉢伏山
実施日 ２０１８年６月２９日（金）
天 候 霧・時々小雨
リーダー 涌井 良明
参加者 涌井良明､石附智江､石原勝正､

宇野輝代､峯川弘子 計５名
費 用 ＠3,000円（ 利用）
タイム 高ボッチ(第2)パノラマ展望

台(9:10∼40)草競馬場(10:00)
高ボッチ(10 :30∼38)パノラ
マ展望台(10:50)ひょうたん
池(11 :10∼25)パノラマ展望
台(11:50∼12:20昼食･ )鉢伏
山荘P(12:40∼45)鉢伏山(13:1
5∼20)前鉢伏山(13:40∼45)鉢
伏山荘P(14:00∼10 )

OH MAMMA MIA！！ なんてこった！！※※

山の天気を司る諸々の神は今回
は我らに味方してくれなかったの
だ。とは言えすっかり終盤を迎え
ていたが、この山の価値を高めて
いる最大の功労者でもあるレンゲ
ツツジが幻想的な風景と相まって
我々を楽しませてくれたのはせめ
てもの救いでもあり、まだまだ山
の神には見捨てられていないとも
感じられたm(̲ ̲)m
言わずもがな、これに懲りずに

またおいでよ！と言われているよ
うでもあった。濃い霧と強風吹き
抜ける草原歩きとなってしまった
が、条件の良い時に改めて再訪し
てみたいと感じさせてくれた山で
あった。
天気予報、Lの雑用の関係もあり、

１日前倒しの金曜日として、交通費
の節約、週末渋滞の回避も出来るの
で 利用で実施することになった。
お陰でキャンセルせざるを得な

かった方も出てしまい申し訳あり
ませんでした｡ 尤も今回は売りの
展望はなかったので、次回計画さ
れた折にはご一緒に！
てな訳で、高尾駅からスタート

した東京Gは青空をお供に快適に高
速をドライブ。南ア、八ヶ岳の上

部が雲の中のは何となくイヤな感
じだが、広がる青空に期待にして
… 塩尻峠→高ボッチへの道は工
事で通行止なので、松本側の崖の
湯温泉から高ボッチスカイライン
へと進むが、名前とは似つかわし
くない急傾斜で幅も狭くしかも細
かいカーブが連続する林道で、行
違いがあれば苦労間違いなしであ
る。今回は幸い行き交う に合わ
ずに尾根まで進むことが出来た。
尾根を付けられた山岳道路に出

るが視界は2～30㍍？、風も強そう
だ、うぇ！！
高ボッチ第 2Ｐ (パノラマ展望台

P)の広場が今
日の拠点に到
着｡
静岡からの
を待つ間、立
派な展望ポイ
ントから眼前
の真っ白な壁

の奥に見えるであろう日本の屋根
北アルプスの連なりを銘板に描か
れた位置を頼りに思いを馳せる。
Mさんも合流メンバーも揃ったが

地域の予報は昨日と変わって終日
曇りとなっていた。
まあ！雨も降ってないし折角来

たので歩いてみっか！？ と予定通
りの行程を歩くことにする。
まずは日本一の高さの草競馬場

に向けて進む。ガスは濃いものの
雨粒はないので歩く分には暑くな
くて快適？と言っておこう！
景色がダメなら足元を見ろ！と咲

き乱れてはいないがポツポツ見られ
る花に目をやりつつ進み、牧場様の
草原から草競馬場に。
８ 月 ４ 日

に 開 催 予 定
の ポ ス タ ー
も 貼 ら れ て
お り 、 今 も
開 催 さ れ て
い る の だ 、
思 わ ず タ ッ
タラタッタ タッタター･･･と懐か
しのメロディが萎縮も始まったス
カスカ頭の中をかすめていく
道端の花に現を抜かしながらも



高ボッチ山に近
づき、登りらし
い登りもなく高
ボッチ山※( 1 6 6
4m )に 着いたと
たん、ポツポツ
にわか雨､この後
数回同じ様な雨

に遭うが何れも短
時間でほぼ支障な
しで幸いだった。
集 合 写 真 だ け

撮っ て 第 2 Pへ 戻
る 、 昼 に は 早 い
こ と も あ っ て 、
先 に ひ ょ う た ん
池 に 行 っ て 見 る
ことにして、Pか
ら800ｍの導標から下る。見事なシ
モツケ群落も見てPからおよそ100

㍍ 下 っ て ひ
ょ う た ん 池
畔 に 出 る 。
窪 地 状 の 小
さ い 池 で 今
は こ れ と 言
っ た 花 も 見
ら れ な い 様

だが、山中の人知れず佇む静かな
池である。降り出したにわか雨は
張り出したトチの葉でしばし雨宿
り。再び100㍍の標高差を登って第
２Pへ戻る。丁度昼時だが風強いの
で車内でランチを済ます。
さて後半の鉢伏山荘は山荘Pまで

尾根の車道を 移動する、舗装さ
れているが狭くカーブも多い、但し
天気良ければ眺望が素晴らしい雲上
道路だろう。
20分程で鉢伏山荘P(有料)に、今

日の利用は我々だけだね。
Pの 登 山 口 案

内から僅かで、
左右の分岐を右
に 本 峰 に 向 か
う、ガスと風は
収まる気配はな
いものの、彩り
を添えるレンガ
ツツジが俄然多くなった、終盤を
迎えているがまだまだ現れては霧
に霞む花の園を辿る、幻想的な雰
囲気でもあるが、やっぱり晴れて

る方がイイ
って思って
しまうがア
タ リ マ エ
か？
若山牧水の
歌碑を過ぎ
てレンゲツ

ツジを縫って鳥居をくぐって山頂
に出る。
ガスにま

かれ風も吹
き抜け何も
見えない山
頂で証拠の
撮影をして
先程の三差
路へ戻って
前鉢伏山に
向かう。
こちらは期待した彩りは殆ど終

り、ポツリポツリと名残の朱が見
られるだけだった。

平 坦 な 道 で
展 望 が な け
れ ば 導 標 が
あ る だ け の
前 鉢 伏 山 に
至り､写真だ
け 撮 っ て 引
き 返 し た 。

鉢伏山荘Pでガスと強風の中の歩
きも無事に完了、お疲れ様でした。
取敢えずは解散です、各 ご安全
にお帰りください！
悪天候は山だけで、下界は暑い

暑い！盛夏の様相だった。
次回の下見でいいよ！とアリガ

タイお言葉もいただいたので、次は
からの眺望を期待
しましょう。

（記＆写真・涌井 良明）
（写真提供・石原 勝正）

※高ボッチとは日本各地に残るダイダラ
ボッチ(巨人)伝説で付近に残る窪地が
その足跡ではないかとのことから呼ば
れるようになったとか？？？

※※ mamma mia!(伊) (≒oh my God!）


